
1

消費者のリスク認識
ー食品のリスクマネジメントー

九州大学大学院農学研究院・教授
 

南石晃明

第4回日中韓シンポジム：東アジア地域連携：身近な共通リスクとその対応．
食料分科会：信頼できるフードシステムの確立に向けて

日時：2011年９月４日（日）
場所：大分県庁舎本館２F

主催：大分県食の安全確保推進本部



2

内容
• はじめに

– リスクと、消費者（われわれ市民）のリスクに対する認識（リスク
 認知）の関係について、専門家と比較しながら説明

– また、食品のリスクマネジメントの考え方についても説明

• リスクとは？リスク認知とは？

• 専門家と一般市民のリスク認知の違い

• 専門家と一般市民の情報提供についての認識の違い

• 食品のリスク・マネジメントとは？
– リスク・コミュニケーション、リスク・アセスメント

• おわりに
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リスクとは？いろいろな定義
• 例１：リスクとは個人の福祉に影響を及ぼす不確実性

– 金銭的な損失を被る可能性，健康を害する可能性など
– リスクの発生には不確実性を必ず伴うが，不確実性が必ずしもリ

 スクの高い状況をもたらすとは限らない．
– 不確実性とは，個人には将来何が起こるのか見当がつかない状況
– USDA(1999) Agricultural Economic Report No. 774.

• 例２：リスクとは、ハザードの危険有害性と危険有害性
 の生起確率

– ハザード＝人や物に傷害を与える可能性がある行為または現象
– ハザードの危険有害性＝事故1回あたり死者数
– 危険有害性の生起確率＝事故発生確率
– 米国原子力規制委員会( National Research Council 、1989)

– 例：飛行機事故。危険有害性の生起確率」は小さいけれども、ひ

 とたび起こると多数の死者を出すので「ハザードの危険有害性」

 は大きい。
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大規模災害のリスクの例

図：http://www.atomin.go.jp/atomin/high_sch/reference/atomic/risk/index_03.html

ハザードの

 危険有害性

危険有害性

 の生起確率
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リスクの認知とは？
• 「客観的リスク」と「主観的リスク」

– 客観的リスク
• 「危険有害性」や「生起確率」をデータに基づいて推定

– 主観的リスク＝認知されたリスク
• TV，新聞，論文などからの情報，家族や本人の体験から個人が判断する

• リスクの認知
– 市民

• 不確実な事象に対する主観的確率や損失の大きさの推定，不安や恐怖，楽観，

 便益，受け入れ可能性などの統合された認識

– 専門家
• 専門的な科学技術知識に基づく確率推定や損失の量的測度

– 市民と専門家のリスク認知
• 食い違いがある
• 市民のリスク認知は社会において重要な意味を持つ
• 市民のリスク認知プロセスにおけるバイアスは，専門家にも共通する部分が

 ある。
• 出典：楠見孝(2006)市民のリスク認知

 
Public risk perception，

 http://kyoumu.educ.kyoto-u.ac.jp/cogpsy/personal/Kusumi/publicRISK.htm
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• スロビックは1986年に、81の

 
事象に対するリスク・イメー

 
ジを、米国の一般人を対象と

 
して調査(Paul

 

Slovic, 
Science, vol.236, 1987)

• その結果、「恐ろしさ因子」、

 
「未知性因子」、「災害規模

 
因子」の3つが抽出

• 「恐ろしくて未知な事象」
– 遺伝子工学、超音速

 
ジェット機、原子炉事

 
故、核兵器の死の灰な

 
ど、

• 「恐ろしくて既知の事象」
– 拳銃、ダイナマイト、

 
核兵器など

• 「未知だが恐ろしくない事

 
象」

– 抗がん剤、飲料水の

 
フッ素添加、電子レン

 
ジなど

• 「恐ろしくない既知の事象」
– 自転車、直滑降スキー、

 
送電線

• 図
http://www.atomin.go.jp/ato 

min/high_sch/reference/ 
atomic/risk/index_06.ht 
ml#2
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リスク認知における専門家と一般市民の差
 －原子力発電の場合ー

• 専門家はリス
 クを小さく認
 知し、一般市
 民は大きく認
 知する傾向が
 ある

• 電力社員は、
 専門家よりも
 リスクを小さ
 く認知する傾
 向がある

http://www.rist.or.jp/atomica/data/dat_detail.php?Title_Key=10-05-01-17

一般市民：735人

バイオ専門家：154人

原子力専門家：301人

電力社員：252人
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リスク認知における専門家と一般市民の差の原因

1. 科学技術に関する知識の量と質の違い

2. 科学技術に対する価値観と評価基準

3. 科学技術に関する情報源とその内容

4. 科学技術リスクの特性

http://www.rist.or.jp/atomica/data/dat_detail.php?Title_Key=10-05-01-17

リスク認知とは、リスクに対する主観的な感じ方であり、
 当該の科学技術についての知識や経験、

日常生活において接触している情報の内容、
科学技術に対する価値観や着目点
など多様な要因が影響している。

専門家と一般市民のリスク認知の差は、一般市民の科学技
 術についての単なる知識不足や誤解のみから生じているの
 ではない。
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１．科学技術に関する知識の量と質の違い

• 専門家や電力社員の知識の大部分は専門知識と事実であり、価値判断を伴うものは2

 割

• 価値判断とは、原子力発電に対する肯定的もしくは否定的な評価を含意

• 一般市民の知識は、科学的知識や事実に関するものが約５割、原子力発電に対する

 肯定的知識と否定的知識はそれぞれ2割、事故（JCO、チェルノブイリなど）の影響

 についての否定的連想が1割強で構成

• 一般市民は知識の量は確かに少ないが、否定的な内容への偏りがあるとは言えない

http://www.rist.or.jp/atomica/data/dat_detail.php?Title_Key=10-05-01-17

否定的キーワード：
リスク
感情的反応を表す言葉
社会との摩擦に関するもの

肯定的キーワード：
社会的有用性
環境配慮
地域振興
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２．科学技術に対する価値観と評価基準

• 専門家と一般市民とでは、科学技術一般に対する価値観や評価基準が異る

• 全体的な傾向として、専門家は科学技術の利便性などのプラス面を高く認識【肯定

 的】

• 一般市民は科学技術の不測の事態などのマイナス面を強く意識【否定的】

• 専門家は、リスクがあっても科学技術をコントロールできるという強い自信

出典：小杉素子・土屋智子：

 
科学技術のリスク認知に及

 
ぼす情報環境の影響―専

 
門家による情報提供の課題

 
―、（財）電力中央研究所研

 
究報告、Y00009（2000）

肯定的認識 否定的認識
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３．科学技術に関する情報源とその内容

• 一般市民の多くは、新聞とテレビか

 ら科学技術に関する情報を得ており、

 その内容はリスクを比較的高く評価

 していると認識

• 専門家は多様な情報チャネルを持ち、

 特に専門家の話や専門書が情報源と

 して役立つと考えており、その内容

 は技術の安全性を伝えていると認識

出典：小杉素子・土屋智子：科学技術のリスク認知に及ぼす

 
情報環境の影響―専門家による情報提供の課題―、（財）電

 
力中央研究所研究報告、Y00009（2000）
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食品の安全性に関する情報源
 あなたは食品の安全性に関する情報をどこから入手していますか？主

 なもの３つを選んでください。（最大３つに○）
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調査数
農業者69人
公務員・農協職員108人
その他一般市民72人

南石晃明（2010)農業者と消費者

 
の食の安全意識―予備調査に

 
基づく比較分析、福田晋[編]『東

 
アジアにおける食を考える

 

信

 
頼できるフードチェーンの構築に

 
向けて』、(財)九州大学出版会

専門家以外

 では、テレ

 ビ・ラジオ

 や新聞・雑

 誌の影響が

 大きい。



13

食品の安全の情報源に対する信頼性
 食品の安全情報に関しては、あなたは誰の情報を信じますか？主なもの３

 つを選んでください。（最大３つに○）
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一般市民は、「医者・

 研究者」に一番信頼を

 置いている。

公務員・農協関係者は、

 「政府」や「医者・研

 究者」に一番信頼を置

 いている。

農業者は、「政府」に

 一番信頼を置いている。

南石晃明（2010)農業者と消費者の食の安

 
全意識―予備調査に基づく比較分析、福田

 
晋[編]『東アジアにおける食を考える

 

信頼

 
できるフードチェーンの構築に向けて』、(財)

 
九州大学出版会
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４．科学技術リスクの特性

• 専門家と一般市民の保持する知識や価値観、情報に関する環境の差異だけ

 でなく、技術や物質の持つリスクの特徴によってもリスク認知は影響を受

 ける。
– （イ）非自発的にさらされる、

– （ロ）個人の予防行動では避けることが出来ない、

– （ハ）被害が不平等に分配される、

– （二）被害を受ける範囲が広い、

– （ホ）一度に多くの被害者が発生する、

– （ヘ）致死的、

– （ト）まれにしか起こらない、

– （チ）将来世代に影響する可能性がある、

– （リ）進行過程が見えない、

– （ヌ）よく知らない・新奇、

– （ル）人為的・人工的、

• などの特性の特性が多い科学技術ほどリスクは高く感じられる。

• 専門家は自分の専門領域の技術に関しては膨大な専門知識を持ち多くの経

 験や訓練を積むことによりこれらの影響から逃れているが、

• 一般市民のリスク認知はこのような特徴の有無に影響されやすい。

出典：小杉素子・土屋智子：科学技術のリスク認知に及ぼす情報環境の影響―専門家による情報提供

 
の課題―、（財）電力中央研究所研究報告、Y00009（2000）



15

専門家と一般市民のリスク受容力の違い

• 一般市民は、「少
 しでもリスクがあ
 るならやめるべ

 き」が高いが「あ
 る程度のリスクは
 受容すべき」との
 差は小さい

• 専門家や電力社員
 は「ある程度のリ
 スクは受容すべ

 き」がかなり高い

出典：小杉素子・土屋智子：科学技術のリスク認知に及ぼす

 
情報環境の影響―専門家による情報提供の課題―、（財）電

 
力中央研究所研究報告、Y00009（2000）
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情報提供の取り組みへの評価

• 全員が
– 「専門家は分かりやすい情報提

 供の努力」が不足していると

 思っている

• 一般市民は、
– 「危険性を示す情報は人々に隠

 されている」と思っている

• 電力社員や専門家は、
– 「人々は情報を理解するために

 努力すべき」、
– 「人々は自己責任をもって科学

 技術を信用すべき」
– と思っている

出典：小杉素子・土屋智子：科学技術のリスク認知に及ぼす

 
情報環境の影響―専門家による情報提供の課題―、（財）電

 
力中央研究所研究報告、Y00009（2000）
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科学や技術に対する理解能力の評価

• 電力社員や専門家は、
– 「人々は情報を理解

 するために努力すべ
 き」と思っているが、

– その一方で、「説明
 があればたいていの
 人は科学技術を理解
 できる」と思ってい
 る人は、一般市民よ
 りも少ない

出典：小杉素子・土屋智子：科学技術のリスク認知に及ぼす

 
情報環境の影響―専門家による情報提供の課題―、（財）電

 
力中央研究所研究報告、Y00009（2000）
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リスク認知に差があることは問題か
• 最近まで、専門家のリスク認知は科学的なリスク評価に基づい

 た「合理的」なものであり、一般市民のリスク認知は知識不足
 や感情的反発などから生じる「非合理的」な認識だとされてい
 た。

• 科学技術情報を提供したり教育啓蒙をしたりして、一般市民の
 リスク認知を専門家のそれに近づけるべきだと考えられてきた。

• しかし、リスク認知には、知識の量や質、入手する情報、当該
 が核技術の特徴、科学技術に対する価値観や注目点など情報処
 理過程などが影響している。

• これらの相違を考慮すると、専門家も一般市民も自分の持てる
 情報を用いて、自分なりの価値観や評価基準に基づいて判断し
 ているにすぎず、一般市民だけが「非合理的」で誤った認知を
 しているとはいえない。

• リスク認知において専門家と一般市民との差が存在するのは当
 然のことといえる。 出典：小杉素子・土屋智子：科学技術のリスク認知に及ぼす

 
情報環境の影響―専門家による情報提供の課題―、（財）電

 
力中央研究所研究報告、Y00009（2000）

http://www.rist.or.jp/atomica/data/dat_detail.php?Title_Ke 
y=10-05-01-17
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リスクマネジメント（Risk Management)とは？

•

 
「リスクマネジメント」の定義は、各専門分野で多様

•
 

食品安全委員会(2006)の定義（Codex委員会準拠）
–

 
リスク(Risk)
•

 
「食品中にハザードが存在する結果として生じる健康への悪影響が起きる可

 能性とその程度（健康への悪影響が発生する確率と影響の程度）」

–

 
ハザード（

 
Hazard，危害要因）

•

 
健康に悪影響をもたらす原因となる可能性のある食品中の物質または食品の

 状態

•

 
例えば、有害な微生物、農薬、添加物や人の健康に悪影響を与えうる食品自

 体に含まれる化学物質などの生物学的、化学的または物理的な要因

–

 
リスク管理(Risk Management)
•

 
「リスク評価の結果を踏まえて，すべての関係者と協議しながら，リスク低

 減のための政策・措置について技術的な可能性，費用対便益などを検討し，

 適切な政策・措置を決定，実施すること．政策・措置の見直しを含む」

–

 
危機管理（Crisis Management）
•

 
「発生した，または発生するであろう危機への対処」
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リスク管理，リスクマネジメント（その2)
 ：リスク学（日本リスク研究会

 
2006）の場合

•

 
「リスク対応の戦略，政策，制度」（p306）
–

 
「多様な関係者が当該リスクの性質に関する知識や情報をもとに『当該リス

 ク』に対応するための戦略，施策，制度等にはどのような代替案があり，健康

 と安全，生態系へのリスクを削減するためには，そのような代替案を選択する

 のが適切かを意思決定し，そのための活動を行うこと」

•

 
「リスク学の基礎と関連学問領域」（p.34）
–

 
リスク管理は「リスクの顕在化，すなわち，リスク事象の発生を防ぐ予防策で

 ある．
–

 
危機管理は起こってしまった危機への対処（方策）である」

•

 
「巨大な自然災害と防災工学」（p130）
–

 
「危機管理（Emergency Management）はリスクマネジメントとクライシスマネ

 ジメントで構成され，
–

 
一般に前者は災害前を，後者は災害後を対象」

•

 
「自然災害のリスクマネジメント」（p.94）
–

 
リスクマネジメントを，「事前対応（緩和策mitigation）」と「事後対応（危

 機管理）」とに区分
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食品のリスク・マネジメント、
 リスク・アセスメント、リスク・コミュニケーション

出典：新山陽子(2010)食品安全の考え方と措置の枠組み、
南石晃明[編著]東アジアにおける食のリスクと安全確保、農林統計協会。
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リスクアナリシス

出典：新山陽子(2010)食品安全の考え方と措置の枠組み、
南石晃明[編著]東アジアにおける食のリスクと安全確保、農林統計協会。
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リスクアセスメントー微生物の場合ー

出典：新山陽子(2010)食品安全の考え方と措置の枠組み、
南石晃明[編著]東アジアにおける食のリスクと安全確保、農林統計協会。
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リスクアセスメントー微生物の場合ー

出典：新山陽子(2010)食品安全の考え方と措置の枠組み、
南石晃明[編著]東アジアにおける食のリスクと安全確保、農林統計協会。

発症率をゼロ（ゼ

 ロ・リスク）にす

 ることは、実際に

 は困難。

莫大な費用をかけ

 れば、特定の食品

 では、病原体数を

 ゼロにすることは

 技術的には可能で

 あるかもしれない

 が、全ての食品で

 は現実には不可能。

仮に特定の食品で

 ゼロリスクを目指

 しても、別のリス

 クが増大する可能

 性がある（リス

 ク・トレードオ

 フ）。
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放射性物質の健康への影響（評価例）
• 食品安全委員会

 
放射性物質の食品健康影響評価に関するワーキンググループ、

 評価書（案）「食品中に含まれる放射性物質」２０１１年７月，
www.fsc.go.jp/iken-bosyu/pc1_risk_radio_230729.pdf

• 放射線による影響が見いだされているのは、通常の一般生活において受ける放

 射線量を除いた生涯における累積の実効線量として、おおよそ100 mSv以上と判

 断した。

• 小児に関しては、より影響を受けやすい可能性（甲状腺がんや白血病）がある

 と考えられた。

• 100 mSv

 
未満の線量における放射線の健康影響については、疫学研究で健康影

 響がみられたとの報告はあるが信頼のおけるデータと判断することは困難で

 あった。
• 種々の要因により、低線量の放射線による健康影響を疫学調査で検証し得てい

 ない可能性を否定することもできず、
• 追加の累積線量として100 mSv未満の健康影響について言及することは現在得ら

 れている知見からは困難であった。

– 文献例：広島・長崎の被爆者における固形がんによる死亡の過剰相対リスクについて、

 
被ばく線2 量0～125 mSvの群で線量反応関係においての有意な直線性が認められたが、

 
被ばく線量0～100 mSv

 

の群では有意な相関が認められなかったことを報告している

 
文献

 

（Preston et al. 2003）（P9）
– この他、3300の文献を調査。
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おわりに

• リスクと消費者（われわれ市民）のリスク認識（リスク認知）の関係について、専門家と比較しな

 
がら説明。また、食品のリスクマネジメントの考え方について説明。

• 専門家と一般市民のリスク認知には違いがある。
• 一般市民の間でも、職業によってリスク認知には違いがある。

• 専門家も一般市民も自分の持てる情報を用いて、自分なりの価値観や評価基準に基づいて判

 
断している・

• リスク認知について、一般市民だけが「非合理的」で誤った認知をしており、専門家が「合理的」

 
であるとはいえない。

• 食品のリスク・マネジメントを行うには、リスクの大きさを科学的に評価する「リスク・アセスメン

 
ト」が基礎になる。

• ただし、ハザード（危害原因）とリスク（健康への悪影響の可能性とその程度）の関係に関する知

 
見が、必ずしも明らかにいない場合もある。

• 専門家と消費者・市民を含む関係者間でのリスク・コミュニケーションにより、消費者・市民が安

 
心できる対策を実施することが重要。
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